西病棟チームカンファレンス記録
	
	A.O.M
	S.G.M
	

	平成２０年　８月５日（火）
　　　　司会者　中村　美奈子　記録者　中村　佐智子
	
	
	

	
	
	
	

	中村

（美）
	宮澤
	鳥谷部
	福田
	東
	松川
	濱谷
	佐々木

（美）
	平間
	及川

（裕）
	下帯
	杉本
	

	○
	○
	○
	○
	年
	年
	休
	深
	準
	○
	○
	準

	中村

（佐）
	赤坂
	及川

（久）
	中野
	木村
	日野沢
	貝塚
	根子
	天間
	末政
	
	
	

	○
	深
	休
	休
	留守
	○
	休
	業務
	○
	業務
	


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・身だしなみチェック表の期限が8/6（水）となっていますので、提出していない人は期日内に提出するようにして下さい。

・9月に家族教室を実施する予定です。現在、泉川ケイ子様・菊地明子様・小泉康政様が候補として挙がっていますが、引き続き検討して行きましょう。

・8/12（火）の皮膚科診察は、通常通りの実施となります。

・お盆期間の定期薬処方は通常通りの1週間分ずつの処方となります。定期薬が来る前に外泊・外出へ行かれる方に関して、持たせ忘れ・処方ミスの無いようにして行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・上田　尚弘様～歯科受診の為、8/6（水）9時～14時30分まで外出となります。帰院の際は外出時の様子について確認をして行きましょう。

・津嶋　イチ子様～8/10（日）10時～8/11（月）11時まで、外泊となります。家族連絡済みです。

・泉川　ケイ子様～8/13（水）9時～8/16（土）17時まで、外泊となります。前回の外泊訓練時に忘薬がありましたので、出棟時に再度、御家族と本人様へ服薬の確認について説明をして行きましょう。

・助川　節子様～8/10（日）3時30分～8/14（木）16時まで、外泊となっています。長女様より再度、電話連絡が入る事となっていますので連絡が来た際は、外泊許可について伝えるようにして下さい。

・市川　真紀子様～8/7（木）9時～15時まで、外出希望聞かれ主治医より許可となっています。

・三浦　るみ子様～肛門の痛み聞かれ、ボラザG軟膏（痔疾用剤）が8/5（火）の1回分処方となっています。引き続き、肛門部痛の有無の確認をして行きましょう。

・田端　テル様～右肩痛の訴え聞かれていますが、8/6（水）の分より他科薬が無くなってしまう為、8/6（水）夕食後より当院処方となります。引き続き、右肩痛の様子観察をして行きましょう。また、服薬に関して依存的な様子伺えますので、こちらも引き続き様子観察して行きましょう。

ロキソニン（60）2T（解熱鎮静消炎剤）

リンプラール（50）2T（鎮けい剤）

メチクール（500）2T（ビタミンB剤）

ヒルベックス（50）2T　2×朝・夕/7T

・菅井　浩子様～本人より「フラフラする。栄養の点滴を打って欲しい」と訴え聞かれ、主治医報告しています。食事摂取は出来ていますが、量が少ない事もあり点滴実施しています。食事摂取状況の観察と歩行時のフラつき、身体症状の観察をして行きましょう。

ペンライブ500ml（血液代用剤）

ダイビタミックス1A（混合ビタミン剤）

アスコルビン酸1A（ビタミンC剤）

・加賀谷　芙美子様～御家族より、8/12（火）～8/15（金）までの外泊希望が出ています。期間が長すぎる場合は、8/13（水）～8/15（金）で良いとの事でした。主治医へ確認し、娘様へ連絡するようにして下さい。

＜主治医面談＞

・泉川　ケイ子様～本日、御家族と主治医面談実施しています。8/2（土）～8/4（月）の外泊訓練に関し父様より、母様が不調（物忘れ等がある状態）のため家事を手伝うなどして比較的落ち着いて過ごされた旨を説明しています。恋愛妄想様の発言に関しても、徐々に現実を見つめる事が出来て来ている様子伺えています。父様から見ても、現在の状態であれば徐々に退院に向けて行っても良いのではないかとの見解聞かれています。今後、8/13（水）からの外泊訓練をして頂き、外泊時の様子を踏まえて検討し今月中の退院を考えて行く事となります。前回の外泊訓練時に服薬の忘薬がありましたので、次回の外泊時には服薬について再度、御家族へ説明をして行きましょう。また、退院に向けて疾病教室（個別）や自己服薬管理に関しての検討もして行きましょう。

＜皮膚科診察＞

・木村　義重様～両下肢へ急性湿疹が見られており、追加となっています。引き続き、皮膚状態の観察をして行きましょう。

・古川　富蔵様～背部の熱傷は完治しているとの事で、軟膏処置は終了となっています。

・八森　正様～下肢の擦過傷は完治しているとの事で、軟膏処置は終了となっています。

・清水　進様、八森　正様、平　勝利様、蛭名　豊美様に継続してタベジール（抗ヒスタミン剤）2T　2×朝・夕食後が7日分臨時処方となっています。皮膚状態の観察と掻痒感の有無の確認をして行きましょう。

・春本　司郎様～継続して掻痒感の訴え聞かれているため、臨時薬処方となっています。肝機能の悪化考えられる為、身体症状の様子観察をして行きましょう。

タベジール　2T　2×ndE/7T（抗ヒスタミン剤）

ネオファーゲンC　3T　3×ndE/7T（肝臓疾患用剤）

＜インシデント・アクシデント評価・検討＞

・泉川　ケイ子様の8/4（月）昼食後薬の忘薬について

出棟時、服薬に関する説明をスタッフ側で行っている

↓

帰院時、父様より本人様の様子についての報告を受ける

服薬の確認を行うと、8/4（月）昼食後薬の忘薬を発見

↓

リーダー、主治医へ報告。主治医より、昼食後薬を夕食後に服用し、夕食後薬を就床前薬に服用の指示がある

【今後の対策】

①外泊・外出時の服薬の際は、本人・御家族で一緒に確認をするように説明する

②御家族へ服薬についての説明をしていく

・非常用の鍵の紛失について

8/4（月）　日勤帯での鍵の紛失

12：55　佐々木Nsが使用後、元の場所へ返却している

17：00　申し送りの際、物品の確認をしていなかった

18：00　夕食のレストラン誘導の際に鍵がない事に気付く

SGM・JGMが病棟内へ居た為、報告

18：15　日勤者へ連絡、鍵の捜索を開始

翌日8/5（火）19時まで、継続して捜索をしているが発見出来ていない

【事故に至った原因】

①鍵の取り扱いに関する意識の低さ

②休憩時に鍵を使用した

③勤務交替時、鍵等の物品確認を怠った

④鍵の使用に関して、チェック表へ記載していなかった

【今後の対策】

①鍵を使用する際は、取り扱いに関する意識・責任を持って使用する

②申し送りの際は必ず物品確認を行う

③使用に関してのチェック表の記載を確実に行う

④捜索の継続

